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知らない人から　　　　　
　　　　　知っている人へ
知っている人から安心できる人へ
人との出会いが始まる月です

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

ス
タ
ー
ト
は
自
治
会
活
動

で
あ
っ
た
。
本
職
は
地
元

の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

何
か
に
つ
け
地
域
と
の
関

係
が
深
い
。
ま
た
、
住
民

も
公
務
員
で
あ
る
こ
と
を

理
由
の
ひ
と
つ
に
何
か
と

役
員
を
あ
て
に
し
て
い

た
。
そ
れ
が
自
治
会
活
動

で
あ
る
。
三
十
歳
半
ば
を

過
ぎ
る
と
自
治
会
の
役
員

に
選
任
さ
れ
る
。
当
時
の

自
治
会
規
約
で
は
任
期
は

最
長
五
年
間
で
あ
っ
た
●

高
度
成
長
期
の
自
治
会

は
、
周
辺
の
宅
地
開
発
で

山
地
が
住
宅
地
へ
と
変
遷

し
こ
れ
ら
の
工
事
で
環
境

の
変
化
や
土
取
り
の
被
害

境
界
確
定
へ
の
立
会
な
ど

地
域
に
起
き
る
諸
問
題
へ

の
対
応
等
何
か
と
極
め
て

多
忙
で
あ
っ
た
。
●
一
方

で
、
住
民
の
要
望
は
多
く

自
治
会
主
催
の
「
ふ
る
さ

と
祭
り
」
の
開
催
や
地
蔵

盆
や
敬
老
会
な
ど
行
事
の

増
加
が
続
く
。
総
会
で
は

住
民
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加

さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
か
え

っ
て
総
会
で
議
決
さ
れ
れ

ば
反
対
の
し
よ
う
が
な

い
。
今
か
ら
思
え
ば
若
か

っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
で

あ
る
。
今
で
は
ど
の
団
体

も
役
員
の
成
り
手
が
な

い
。
奉
仕
の
精
神
は
ど
こ

へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
？

�

（
Ｋ
・
Ｏ
）

　
令
和
８
年
度
要
望
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
。
第
四
項
・

第
五
項
は
、
従
来
同
様
の

事
項
で
す
。

①
第
一
項
は
、引
き
続
き
、

「
現
役
応
援
」と「
働
き
方

改
革
」へ
の
対
応
で
す
。公

務
員
志
願
者
が
減
り
、
中

途
退
職
者
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
教
員
応
募

者
が
減
少
し
、か
つ
、教
育

現
場
に
お
け
る
教
員
不
足

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。公
務
の
場
に
、多

様
で
有
為
な
人
材
が
集
う

公
務
員
制
度
が
確
立
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

介護の相談窓口

②
第
二
項
は
、
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
調
整
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
の
財

政
検
証
を
踏
ま
え
、
令
和

７
年
度
の
法
改
正
に
お
い

て
、
報
酬
比
例
部
分
の
調

整
率
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
全
体
の
取

扱
い
は
、
次
期
財
政
検
証

に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
継
続
す
る
物
価

高
騰
に
よ
り
年
金
生
活
者

の
生
活
が
逼
迫
し
て
い
る

中
、
昨
年
度
は
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
調
整
の
「
早

期
終
了
」を
要
望
し
た
が
、

今
年
度
は
「
終
了
」
を
要

望
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、

年
金
積
立
金
の
使
用
の
明

確
な
根
拠
を
求
め
る
こ

と
。

③
第
三
項
は
、
国
等
の
動

向
は
、
一
方
で
は
消
費
税

減
税
・
現
役
世
代
の
保
険

料
負
担
の
軽
減
の
動
き
、

ま
た
一
方
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
・
介

護
保
険
の
２
割
負
担
対
象

者
の
拡
大
・
高
額
療
養
費

の
上
限
引
き
上
げ
や
Ｏ
Ｔ

Ｃ
薬
品
の
負
担
見
直
し
等

公
的
医
療
保
険
の
見
直
し

と
い
っ
た
動
き
が
急
で

す
。
物
価
高
騰
等
年
金
生

活
者
の
生
活
が
厳
し
い

中
、
社
会
保
障
制
度
改
革

に
よ
る
負
担
が
過
重
に
な

ら
な
い
よ
う
慎
重
に
対
処

し
て
ほ
し
い
こ
と
。

④
第
四
項
は
、
所
得
代
替

率
算
定
の
ベ
ー
ス
と
な

る
、
現
役
世
代
の
賃
金
と

年
金
給
付
水
準
と
の
比
較

方
式
の
変
更
と
、
社
会
構

造
の
変
化
に
も
配
慮
す
る

よ
う
求
め
る
こ
と
。

⑤
第
五
項
は
、
社
会
保
障

制
度
の
在
り
方
に
大
き
く

影
響
す
る
人
口
減
少
の
現

実
を
注
視
し
て
、
積
極
的

　
高
齢
期
が
長
く
な
っ
た

今
、
人
は
肉
体
の
衰
え
や

認
知
症
、
生
活
資
金
な
ど

に
不
安
を
抱
き
ま
す
。
そ

の
解
消
の
た
め
に
誰
か
に

相
談
し
た
い
と
考
え
る
会

員
の
み
な
さ
ま
方
も
、
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
自
宅
で
の
介
護
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
」

「
一
人
暮
ら
し
、
老
老
介

令
和
八
年
度　

社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
要
望
事
項 　

一  �

公
務
員
の
処
遇
・
人
材
の
確
保
に
当
た
っ
て
は　

人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る
と
と
も
に 

働
く
環
境
を

重
く
と
ら
え
て　

多
様
で
有
為
な
人
材
が
集
う
公
務
員
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
十
分
配
慮
さ
れ
た
い

一  �

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
調
整
を
終
了
し　

年
金
生
活
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

　

  �

な
お　

厚
生
年
金
の
財
源
を
基
礎
年
金
勘
定
に
積
立
金
按
分
に
よ
り
拠
出
す
る
こ
と
は
慎
重
に
対

処
す
る
こ
と

一  �

物
価
高
騰
な
ど
で
年
金
生
活
者
の
生
活
が
厳
し
い
中　

高
齢
者
に
優
し
い
公
的
年
金
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
改
善
に
努
め　

年
金
生
活
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ

う
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
い

　

  �

特
に　

後
期
高
齢
者
医
療
及
び
介
護
保
険
の
負
担
の
増
に
つ
い
て
は　

年
金
生
活
者
の
現
状
に
鑑
み

　

慎
重
に
対
処
さ
れ
た
い

一  �

現
役
世
代
の
賃
金
と
年
金
給
付
水
準
と
の
比
較
に
当
た
っ
て
は　

現
役
世
代
と
同
様
に
社
会
保
険
料

な
ど
を
年
金
か
ら
控
除
す
る
と
と
も
に　

単
身
世
帯
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
社
会
構
造
の
変
化

に
も
配
慮
さ
れ
た
い

一  �

進
行
す
る
超
高
齢
化
社
会
・
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
は
少
子
化
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
及
び
女
性　

特
に
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
き
易
い

労
働
環
境
の
改
善
整
備
に
特
段
の
努
力
を
さ
れ
た
い

　
会
員
数
の
激
減
等
に
よ

り
、
日
公
連
の
財
政
状
況

が
悪
化
し
、
今
後
の
継
続

運
営
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各

会
議
に
お
い
て
議
論
を
重

ね
、
今
後
３
年
間
は
分
担

　
令
和
８
年
度
の
事
業
計

画
書
（
案
）・
同
収
支
予

算
書
（
案
）
等
を
審
議
す

る
理
事
会
・
第
２２５
回
評
議

員
会
が
い
ず
れ
も
書
面
表

決
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◯ 

理
事
会

１
．
令
和
８
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）

２
．
令
和
８
年
度
年
間
行

事
予
定
表
（
案
）

３
．
令
和
８
年
度
収
支
予

算
書
（
案
）

４
．
介
護
施
設
の
相
談
体

制
構
築
に
つ
い
て
（
案
）

５
．
令
和
８
年
度
社
会
保

障
制
度
改
革
に
関
す
る
要

望
書
（
案
）

６
．
令
和
８
年
度
社
会
貢

献
活
動
推
進
計
画
（
案
）

７
．
令
和
８
年
度
組
織
の

拡
充
・
強
化
計
画
（
案
）

８
．
令
和
８
年
度
全
国
女

性
部
活
動
推
進
計
画（
案
）

審
議
の
結
果
１
～
８
の
議

案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

◯ 

評
議
員
会

理
事
会
の
審
議
事
項
１
～

８
は
承
認
さ
れ
た
。

　
書
面
表
決
は
、
令
和
８

年
３
月
１０
日
付
で
依
頼

し
、
３
月
２５
日
ま
で
に
回

答
を
受
領
し
た
。

　
事
業
計
画
の
う
ち
、
福

利
厚
生
事
業
で
従
来
の
団

体
傷
害
保
険
を
含
め
て
の

４
事
業
に
加
え
て
新
た
に

介
護
施
設
の
情
報
提
供
と

相
談
体
制
構
築
事
業
が
新

設
さ
れ
注
目
さ
れ
た
。

金
の
総
額
を
固
定
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
経
費

削
減
の
た
め
、
退
公
連
新

聞
の
発
行
回
数
の
見
直

し
、
事
務
局
職
員
の
勤
務

日
数
・
給
料
単
価
の
見
直

し
、
会
議
会
場
の
変
更
や

令
和
８
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

理
事
会
・
第
２２５
回
評
議
員
会
開
催

旅
費
の
実
費
精
算
等
の
対

策
を
講
じ
た
。
全
国
大
会

も
隔
年
開
催
に
す
る
な

ど
、
今
後
も
引
き
続
き
収

支
両
面
で
不
断
の
見
直
し

を
続
け
、
主
要
な
事
業
の

復
活
を
目
指
す
。

令
和
８
年
度 

要
望
事
項
に
つ
い
て

日
公
連
副
会
長
・
社
会
保
障
対
策
委
員
長
　
室
井
　
勝

福利厚生の一環として　　　
　　　　介護相談体制を構築

会員専用相談ダイヤルを開設！
０１２０−９８９−３１４「カイマド」

護
が
心
配
」

　
今
般
、
鴨
下
会
長
の
提

言
で
悩
み
や
不
安
解
消
の

一
つ
、
介
護
施
設
に
関
す

る
情
報
提
供
と
相
談
の
事

業
を
始
め
る
こ
と
に
な
り

に
少
子
化
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
。
併
せ
て
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
及
び
女
性
、
特
に
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
働
き

易
い
労
働
環
境
を
改
善
整

備
す
る
こ
と
、
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　
要
望
活
動
は
、
私
た
ち

の
生
の
声
を
国
に
届
け
る

大
切
な
行
動
で
す
。
年
金

制
度
の
改
革
に
際
し
て

は
、「
現
在
お
よ
び
将
来

の
年
金
給
付
が
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
資
金
で
あ

り
続
け
る
こ
と
」を
願
い
、

各
退
公
連
の
一
層
の
ご
努

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和8年度収支予算
（単位：千円）

内　　訳 8年度
予算①

7年度
予算②

増減
（①－②）

分担金収入 16,700 14,883 1,817 

新聞分担金収入 21,374 23,432 ▲ 2,058 

事業収入 1,200 1,600 ▲ 400 

雑収入 1,266 1,036 230 

経常収益計 40,540 40,951 ▲ 411 

事業実施費 18,170 19,070 ▲ 900 

（機関誌発行等） 12,670 13,270 ▲ 600 

（各種委員会等） 5,500 5,800 ▲ 300 

その他事業費 16,085 16,831 ▲ 746 

（全国大会） 400 1,878 ▲ 1,478 

（その他事業） 15,685 14,953 732 

管理費 4,125 3,775 350 

経常費用計 38,380 39,676 ▲ 1,296 

ま
し
た
。
相
談
に
対
応
す

る
の
は
全
国
ネ
ッ
ト
を
持

つ
チ
ャ
ー
ム
シ
ニ
ア
リ
ビ

ン
グ
株
式
会
社
（
名
称
・

カ
イ
マ
ド
）
と
い
う
介
護

事
業
専
門
家
集
団
で
す
。

そ
の
た
め
の
会
員
専
用
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
料

無
料
）
を
開
設
し
ま
し

た
。

　
施
設
入
居
の
希
望
者
に

は
、
公
的
施
設
か
ら
民
間

の
有
料
介
護
施
設
ま
で
、

幅
広
く
相
談
に
応
じ
、
見

学
な
ど
に
も
施
設
と
連
携

し
対
応
し
ま
す
。

　
看
取
り
ま
で
行
う
施
設

も
あ
り
、相
談
は
入
念
に
。
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会
員
の
広
場

富岡市ビジターセンタ
ー前での記念撮影

キウイの棚下で

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

紅
梅
の
散
り
敷
く
庭
に
降
り
立
ち
て

杖
を
頼
り
に
余
香
や
い
ず
こ

�

福
岡
県　
吉
松
利
文

オ
ノ
マ
ト
ペ
駆
使
し
信
濃
の
友
に
文

荒
波
・
強
風
海
鳴
り
の
こ
と

�

鳥
取
県　
藤
田　
修

吾
が
町
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
出

で
て
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
ば
あ
ば
の

祈
り�

岐
阜
県　
竹
中
敏
子

ば
あ
ば
あ
に
あ
げ
る
と
菓
子
を
仏
壇

に
お
鈴
を
鳴
ら
す
四
歳
曾
孫

�

愛
知
県　
岡
田
和
幸

山
茶
花
へ
園
児
ふ
れ
る
や
咲
き
こ
ぼ

れ�

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

自
動
車
で
ジ
ム
の
ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
に

行
く�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

生
き
て
い
る
叱
ら
れ
そ
う
だ
チ
コ
ち

ゃ
ん
に�

栃
木
県　
横
田
元
子

亡
き
夫
と
通
い
し
丘
の
上
に
来
て

夕
日
の
ハ
ロ
を
し
ば
し
見
て
立
つ

�

青
森
県　
畑
山
房
子

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

冬
の
虹
背
に
し
て
子
ら
や
若
菜
摘
む

�
岐
阜
県　
髙
橋
良
明

今
言
お
う
一
生
分
の
「
あ
り
が
と
う
」

�

愛
知
県　
竹
内
明
弘

川
柳
で
他ひ

人と

の
心
の
奥
ぞ
知
る

�

神
奈
川
県　
三
上
敏
夫

あ
の
頃
の
父
母
に
こ
の
金
返
し
た
い

�

福
島
県　
今
野
金
哉

五
セ
ン
チ
の
霜
柱
蹴
り
童
心
に

�

茨
城
県　
前
野
平
八
郎

待
ち
侘
び
し
温
み
連
れ
き
て
梅
の
花

�

兵
庫
県　
春
井　
薫

コ
ル
テ
ィ
ナ
の
ス
キ
ー
曲
技
の
空
蒼
く

�

山
形
県　
上
野
直
樹

心豊かに心豊かに

　
８０
歳
と
い
え
ば
、
か

つ
て
は
「
人
生
の
ゴ
ー

ル
」
と
い
う
印

象
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
昨
今
で

は
、「
人
生
百

年
」と
言
わ
れ
、

ゴ
ー
ル
が
い
き
な
り
２０

年
も
先
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
８０
歳
代
の
高
齢
者
に

な
り
ま
す
と
、
節
制
、
運

動
、
心
配
、
気
づ
か
い
な

ど
が
、
快
く
で
き
る
の
な

ら
別
で
す
が
、
我
慢
や
無

理
を
し
な
が
ら
で
は
、
間

違
い
な
く
心
と
体
に
は
負

担
と
な
り
ま
す
。「
人
生

百
年
」
と
い
う
言
葉
が
、

逆
に
８０
歳
の
壁
を
高
く

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
そ
う
い
う
中

で
、
高
齢
者
が
自
ら
の

生
き
方
を
考

え
、
利
他
の

精
神
に
思
い

を
馳
せ
な
が

ら
、
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

退
公
連
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
う

一
人
で
す
。

「
８０
歳
の
か
べ
」

岐
阜
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
丹
羽
英
之

私
の
ひ
と
こ
と

　
群
馬
県
連
で
は
、
年
金
を
守
る
・
仲
間
を
つ
く
る
・
地
域
に
貢
献
す
る
等
の
活
動
の
た
め
、
支
部
（
１０
）

ご
と
に
旅
行
や
講
演
会
な
ど
の
研
修
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
歌
の
集
い
な
ど
の
趣
味
の
会
、
ワ
ン
コ
イ
ン

･

ワ
ン
タ
オ
ル
の
寄
贈
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

群
馬
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
甘
楽
富
岡
支
部
　
並
木
　
伸
一

いきいき退公連

群馬県連の巻

い
。

　
扇
面
に
は
、
日
常
よ
く
使
う

「
扇
子
」
が
あ
る
。
随
分
昔
、

広
島
で
開
か
れ
た
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
で
入
手
し
た
松
本
清

張
氏
揮
毫
の
「
真
実
探
求
」
の

扇
子
に
は
熱
い
思
い
が
あ
る
。

余
白
が
活
か
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
書
で
、
古
く
な
っ
た
が
、
今

も
大
事
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
書
作
品
づ
く
り
の
面

で
は
、
島
根
県
立
美
術
館
で
の

グ
ル
ー
プ
展
で
公
開
さ
れ
た
か

の
有
名
な
比
田
井
天
来
翁
の
扇

　
現
職
の
頃
か
ら
書
に
興
味
を

持
ち
、
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で

き
た
。
退
職
後
は
時
間
的
に
も

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
書
道
団
体

に
も
所
属
し
、
作
品
制
作
や
発

表
、
或
い
は
書
道
教
室
の
運
営

な
ど
に
も
関
わ
り
、
日
々
書
中

心
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
書
活
動
で
は
、
展

覧
会
場
を
意
識
し
た
比
較
的
大

き
目
の
作
品
を
揮
毫
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。本
稿
で
は
小
品
、

そ
れ
も
扇
面
作
品
へ
の
取
り
組

み
に
限
っ
て
紹
介
し
て
み
た

面（
軸
物
）に
接
し
た
お
陰
で
、

強
い
刺
激
を
受
け
、
作
品
づ
く

り
へ
の
興
味
が
湧
い
て
き
た
。

　
扇
面
に
向
か
っ
て
筆
を
走
ら

せ
る
と
、
通
常
の
用
紙
に
比
べ

配
字
等
難
し
い
こ
と
も
多
々
あ

る
が
、
痛
快
さ
も
感
じ
る
。
書

き
た
い
字
句
を
決
め
た
ら
、
用

ざ
、
キ
ウ
イ
園
の
中
に
入

る
と
「
う
わ
ー
、
こ
れ
は

す
ご
い
！
」
見
事
な
棚
が

広
が
り
実
が
た
わ
わ
に
な

っ
て
い
た
。
中
腰
に
な
っ

て
上
目
づ
か
い
で
見
上
げ

初
め
て
の

初
め
て
の

　
　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
も
ぎ
採
り

　
　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
も
ぎ
採
り

扇
面
の
作
品
づ
く
り
を
楽
し
む

島
根
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
益
田
支
部
　
大
畑 

俊
正
　

る
と
、
実
が
大
き
く
、
グ

リ
ー
ン
の
種
皮
が
陽
に
当

た
っ
て
輝
い
て
見
え
た
。

　
採
り
始
め
る
と
、
面
白

く
な
り
、
押
さ
え
て
い
た

気
持
ち
の
箍
が
外
れ
、
一

紙
を
準
備
し
構
想
を
練
る
、
そ

し
て
筆
を
走
ら
せ
る
。
扇
面
は

他
の
用
紙
と
異
な
り
、
外
に
あ

る
中
心
点
に
向
か
っ
て
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
筆
を
運
ぶ
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
扇
面

揮
毫
の
妙
味
と
言
っ
て
よ
か
ろ

う
。
何
枚
も
書
い
て
い
く
に
つ

れ
気
分
が
ほ
ぐ
れ
ま
と
ま
っ
て

く
る
。

　
近
年
、
取
り
上
げ
た
題
材
と

し
て
、「
平
安
是
福
」
や
「
心

平
氣
和
」
な
ど
の
小
字
数
、
陶

淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」、
山
頭

火
の
俳
句
な
ど
に
も
挑
戦
し
て

い
る
。

「平安是福」
令和 ７ 年１０月２５（土）～１０月２９日（水）
一般社団法人藝文協会主催　第 ２ 回藝
文協会展に出品
於　日光東照宮客殿　国宝回廊

る
べ
く
た
く
さ
ん
袋
に
詰

め
ら
れ
る
よ
う
に
と
丁
寧

に
袋
詰
め
の
方
法
ま
で
話

し
て
く
れ
た
。
種
類
は
、

グ
リ
ー
ン
系
、
ゴ
ー
ル
ド

系
、
レ
ッ
ド
系
な
ど
で
三

　
退
公
連
の
研
修
で
初
め

て
の
試
み
で
あ
ろ
う
「
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
も
ぎ
採

り
」
に
参
加
し
た
。
当
日

は
期
待
通
り
の
好
天
気
で

気
持
ち
も
高
ぶ
っ
て
い

た
。
場
所
は
妙
義
の
茂
木

農
園
で
、
高
速
道
路
や
妙

義
山
が
一
望
で
き
る
日
当

た
り
の
良
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

　
始
め
に
茂
木
園
主
か

ら
、
キ
ウ
イ
の
種
類
や
採

り
方
の
説
明
を
聞
き
、
な

つ
で
も
多
く
袋
に
入
れ
よ

う
と
夢
中
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
ど
も
園
の
園
児

も
も
ぎ
取
り
に
来
る
と
い

う
話
を
聞
い
た
が
、
き
っ

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

る
に
違
い
な
い
。

　
最
後
に
、
リ
ン
ゴ
の
形

の
「
ア
ッ
プ
ル
キ
ウ
イ
」

を
袋
に
詰
め
込
ん
で
今
日

の
目
的
は
達
成
す
る
。
袋

一
杯
に
詰
め
込
ん
だ
た
く

さ
ん
の
キ
ウ
イ
を
じ
っ
く

り
眺
め
る
と
、
今
回
の
研

修
が
実
も
心
も
満
杯
に
な

っ
た
と
感
じ
る
。

　
今
回
の
研
修
を
企
画
し

て
、
農
園
と
の
交
渉
、
心

が
満
杯
に
な
る
体
験
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
園

主
と
役
員
に
感
謝
し
た

い
。

「
ロ
ン
ジ
ェ
ビ
テ
ィ
」

「
老
い
を
仕
上
げ
る
」
生

き
方�

鴨
下 

一
郎

　
ロ
ン
ジ
ェ
ビ
テ
ィ
は
こ

テ
ィ
」を
イ
チ
早
く
紹
介
。

大
切
な
の
は
「
老
い
の
最

適
化
」。こ
の
１
冊
で
健
康

長
寿
、
若
返
り
の
概
念
が

変
わ
る
！ 

長
生
き
す
る

こ
と
が
楽
し
く
な
る
！

書
店
・
ネ
ッ
ト
通
販
に
て

購
入
可
能

定
価
２
，
２
０
０
円

種
類
あ
る
ら
し
い
。

最
初
に
既
に
コ
ン
テ

ナ
に
採
っ
て
あ
っ
た

イ
エ
ロ
ー
ジ
ョ
イ
と

い
う
品
種
の
キ
ウ
イ

を
袋
一
杯
に
詰
め
込

ん
だ
。
こ
れ
で
十
分

満
足
だ
っ
た
が
、
い

扇子作品

「白雲抱幽石」
左　行書　　右　篆書

れ
か
ら「
人
生
１００
年
時
代
」

を
迎
え
る
日
本
人
に
と
っ

て
、
と
て
も
重
要
な
指
針

と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
著
者
・
鴨
下
会
長
著

書
の
一
文
で
す
。

　
欧
米
で
注
目
さ
れ
、
２

０
２
５
年
の
「
世
界
の
消

費
ト
レ
ン
ド
」
の
１
つ
に

選
ば
れ
た 「
ロ
ン
ジ
ェ
ビ


